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(昭和49年７月１日受領）

剤であるが，ヒメモノアラガイに対しては試みられてい

ない．また，エチオピヤ産のヤマゴポウの実から抽出さ

れたTriterpenoidsaponinは，安羅岡ら(1972)の実験

でミヤイリガイに対する殺貝効果がみとめられ植物起源

の薬剤として今後使用が期待されるものである．

このほか多くの薬剤が殺貝剤として検討，応用されて

いるが，これらの殺貝効果に関する報告は試験方法等が

異なり，効果を比較するのに困難である．現在では小宮

ら(1962)によって標準化された試験方法（以下，予研法

と略記）がある．そこで，この予研法に従って３種薬剤

について，温度条件，日光の影響並びに貝の発育時期の

差等による殺貝効果について検討したのでその結果を報

告する．

緒言

1969年にウシの肝蛭症濃厚汚染地区において，当地区

住民の検診結果，肝蛭症患者が発見された（大島ら，

1970)．それ以来家畜の肝蛭症予防のみならず，人肝蛭

症の予防撲滅の立場からも，その第１段階として，中間

宿主である上メモノアラガイの撲滅が必要となった．そ

のため，有効な殺貝法ならびに殺貝時期設定のため，す

でに該当地区におけるにメモノアラガイの発育と貝体内

の肝蛭幼虫寄生状況(赤羽ら，1971)について調査し報告

した．

そこで最も有効な殺貝方法を選定するため実験的に３

種薬剤について殺貝効果を検討した．Ｌｙ'""αeα属の撲

滅については，これまでに多くの試みがなされている

が，そのなかでも殺貝剤の応用による化学的方法が牧畜

の盛んな欧米諸国では古くからおこなわれ，Ｃhandler

(1920)は硫酸銅の５％溶液を野外で応用し，効果をみて

いる．その後種々の薬剤が開発されてきているが，本報

告では現在最も効果が期待され，入手可能な次の薬剤に

ついて検討をおこなった．

ＮａＰＣＰ(sodiumpentachlorophenate）はMcMullen

(1948）らが，ミヤイリガイに対して最も効果が高いと

報告して以来，これがＬｙ'""αeα属の殺貝にもとり入

れられ，良い成果をみている（Enigh，１９５８；Kotrlj

ら，1961)．ヒメモノアラガイに対しては岩田ら(1960）

が実験室内検討を試み，１ｐｐｍの濃度で20～25°Ｃ、２４

時間直接浸漬作用で完全に殺貝できると報告している．

一方，わが国でユリミミズ(Ｌ/"`"CCZγノルsJipp)の殺虫

剤として開発されたYuriminP-99（3,5-dibromo-4‐

hydroxy-4'一nitroazobenzene）について飯島ら(1964)の

ミヤイリガイに対する野外試験成績では，ＮａＰＣＰと

同等の効果があると報告され今後全面的に応用される薬

実験材料ならびに方法

試験薬剤は

（１）ＮａPCP（日本カーバイトエ業株式会社製，有効

成分86.0％含有）粒剤．

（２）YuriminP-99（中外製薬株式会社製）５％粒剤…

（３）Triterpenoidsaponin（武田薬品工業株式会社試

供，エチオピヤ産）粉末．

これらの薬剤をそれぞれ脱塩素水（水道水を汲置き脱

クロール，酸素処理し，ｐＨ５８～6.0のもの）に溶解し

て使用した．

実験材料として，成長度の異なる２群のヒメモノアラ

ガイを用いた．１群は1970年９月，長野県諏訪市後山地

区(標高１，０００～1,100ｍ，肝蛭濃厚感染地区）の水田で，

稲の茎に付着している殻長５ｍｍ以下の越冬前稚貝で他

の１群は1971年７月に長野県南安曇郡波田村の水田から

採集した殼長７～１１ｍｍの成熟貝で，いずれもバットの

底に水に濡らしたガーゼを敷き,その上に保存して実験

室に持ち帰り，脱塩素水で約30分間浸漬洗糠後，運動活
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TablelEffectivenessofmolluscicidesagainstjuvenilesnailsbeforehibernation（Ｌ)ﾉｿﾞ"'ｚａｅａｏＺＭα)．
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発なものをもちいた．

実験方法は，各温度について検討するため予研法に準

じた．すなわちシャーレの代りに500cc広口共栓瓶を用

い，貝の逃避を防止するためガーゼで蓋をし，各濃度

毎，１瓶に10個づつ貝を直接浸潰し各温度に調節した』恒

温槽中に保存し，生死の判別は24時間後と48時間後にそ

れぞれ脱塩素水で約30分間浸漬洗牒後，実体顕微鏡で観

察し,運動停止並びに心榑動停止したものを死とした.日

光の影響については，各薬剤の倍々稀釈する前の薬液を

それぞれ水深５ｃｍとなるようにバットに入れ，信大医

学部屋上において９月20日のI快晴日，午前10時から午後

２時まで４時間，直射日光に暴露しその殺貝効果を対照

と比較した．LC5oは各濃度毎10個の貝についてBehrens‐

Kiirber法で算出した．

LC1ooは３．２ｐｐｍであった．次にTriterpenoidsaponin

の殺貝効果は，1.25ppmで１０％の死亡率を示しＬＣ５ｏ

はＮａPCPの約2.5倍の2.87ｐｐｍであり，LC1ooは１０

ppmであった．YuriminP-99は貝が死に始める濃度は

ＮａPCPの０８ｐｐｍより低い濃度，すなわち０．５ppm

で10％の死亡率を示したがＬＣ５ｏは前２者よりも高く

６．５ｐｐｍであり，またＬＣ１ｏｏは６４ｐｐｍでＮａＰＣＰに

比べて20倍の値を要した．

以上からＮａPCPが最も効果が高く，次いでTri‐

terpenoidsaponin，最も効果の低いものがYurimin

P-99であった．またYuriminP-99は貝に対して低い

濃度から効果を示し，完全に殺滅する濃度は高い濃度を

要した．

２．温度条件による殺貝効果

各温度における越冬前稚貝に対する24時間浸漬による

３種薬剤の殺貝効果の結果は次のとおりであった．

１）ＮａPCPの成績はTable１，Ｆｉｇ．１に示すとお

り，１０°Ｃの低温ではLC1ooは102.4ｐｐｍで非常に高い

濃度を要し，ＬＣ５ｏは３１．５ppmであった．しかし，１５°Ｃ

では，LC1ooは急激に低くなり，２５．６ppm，ＬＣ５０７．３５

ppmとなり，10.Ｃに比べてＬＣ５ｏは約'んとなり，さら

に20°ＣではＬC503.43ppmで約1/9,22～24Ｃ゜ではLC5o

32ppmで約1/10と漸次低くなり，高温になるに従って

実験成績

１．３種薬剤ＮａPCP,YuriminP-99，Triterpenoid

saponinの殺貝効果の比較．

一応９月採集の越冬前稚貝(殻長２～５ｍｍ)を用い，

室温22～24.Ｃ，薬液に48時間浸漬によって３種薬剤の

殺貝効果を比較したところ，結果はTable１，Ｆｉｇ．１～

３にみられるように，ＮａPCPでは０．４ppmまでは効

果なく，０．８ｐｐｍで10％の貝が死亡しＬＣ５０は1.13ｐｐｍ，

(３６）
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値の約'/32となり，著しい殺貝効果の上昇が認められ

た．

２）Triterpenoidsaponinの成績は，ＮａPCPの前

LC50値の低下,すなわち殺貝効果が高くなることを示

した．また,２８°Ｃ,３３°Ｃの高温下では，LC5o値がそれぞ

れ0.98ｐｐｍ，０．９９ｐｐｍで差はみられず，10.ＣのＬＣ５０

(３７）



288

に急激の低下が認められ，２８°Ｃまたは３３°Ｃでは室温

より５～７倍有効なことがわかる．

２）Triterpenoidsaponinの結果はＦｉｇ２，Ｔａｂｌｅｌ

に示すとおり，１０°Ｃ，４０ｐｐｍの条件下において24時間

浸漬のぱあい全貝が生存するが，４８時間浸漬では20％の

死亡率を示し，１５°ＣではＬＣｌｏｏｌ６０ｐｐｍ，ＬＣ５ｏ３０３

ｐｐｍ．さらに20.ＣではＬＣ１ｏｏ２０ｐｐｍ，ＬＣ５ｏｌＯｐｐｍと

効果は高くなり，２２～24°ＣではＬＣ５ｏ２８７ｐｐｍ３０ｏＣ

ではＬＣ５ｏＬ６５ｐｐｍと漸次低くなり，２４時間浸漬のぱ

あいに比べてLC50値は約'/2～'/２６に減少した．

３）YuriminP-99の24時間と48時間浸漬の殺貝効果

の比較は，LC5o値の測定が困難であったため，同じ濃

度での死亡率の差を比較した．

Ｆｉｇ３に示すように，10.Ｃでは2,048ｐｐｍの濃度

で，２４時間浸漬では10％死亡率のものが48時間浸漬では

50％に，また，１５°Ｃでは２０％から７０％に上昇した．

20.Ｃでは1,024ｐｐｍで７０％死亡率であったものが１００

％になり，２２～24°Ｃ，６４ｐｐｍで24時間では死なないも

のが48時間で１００％死亡し，３０°Ｃでは，２４時間で64ｐｐｍ

で生存しているものが48時間では１６ｐｐｍで10096死亡し

ＬＣ５０＜０８１ｐｐｍで20°ＣのLC5o228ppmに比べ約1/28,

となり著しい効果の上昇がみられた．

以上のとおり，３種薬剤とも，温度上昇と浸漬時間の

延長によって殺貝効果は高くなる傾向を示した．Ｆｉｇ４

は４８時間浸漬における各温度での測定可能であった

ＬＣ５０値を示しているが，ＮａPCPはいずれも低い値を

示している．しかし20.Ｃから２２～24.Ｃに温度が上昇

するとYuriminP-99の殺貝効果は急激に高くなり，

また，３０°Ｃの高温下ではTriterpenoidsaponinの

ＬＣ５ｏＬ６５ｐｐｍよりも低い値，すなわち0.81ｐｐｍ以下

となり効果はTriterpenoidsaponinより高い傾向を示

したがLC1ooはTriterpenoidsaponinの５ｐｐｍに対し

て3.2倍の１６０ｐｐｍを要する結果であった．

４３種薬剤の日光暴露による殺貝効果の変動

各薬剤の稀釈前の薬液を４時間，直接日光に暴露した

殺貝効果はＴａｂｌｅ２に示したとおりである．室温22～

２４°Ｃ，４８時間浸漬後の結果は，ＮａＰＣＰが最も効果に

変動があり，ＬＣ５ｏは７．８８ｐｐｍでcontrolに比べ約７

倍の高濃度を要した．またLC1ooはcontrolの3.2ｐｐｍ

に対して４倍の１２．８ｐｐｍであった．次にTriterpen‐

oidsaponinはcontrolのＬＣ５ｏ２８７ｐｐｍに対して約

２２倍の７．０７ｐｐｍを要しLC1ooは４倍の４０ｐｐｍであ

り，ＮａPCPに次いで効果は減少する傾向を示した．

実験と同様に，温度上昇に伴なって殺貝効果は上昇し

た．Ｆｉｇ．２に示すとおり，１０°Ｃ，１５°Ｃでは４０ｐｐｍで

も効果はみられないが20°Ｃになると４０ｐｐｍで半数が

死亡し，２２～24°Ｃのぱあい，２．５ｐｐｍでは無効である

が，５ｐｐｍから効果を示し，LC1ooは２０ｐｐｍ，ＬC50

7.58ｐｐｍであった．３０°ＣではＬＣ１０ｏは２２～24.Ｃの

LC10oと同じ２０ｐｐｍであったが，ＬＣ５０は3.3ｐｐｍに下

降した．

３）YuriminP-99の成績は，Ｆｉｇ．３に示すとおり，

10°Ｃでは4,096ｐｐｍで10％の死亡率，１５°Ｃ2,048ｐｐｍ

では20％の死亡率で,ほとんど効果は認められなかった．

しかし，２０°Ｃでは1,024ｐｐｍで70％の死亡率を示し，

また，２２～24°Ｃ，30.Ｃでは，１２８ｐｐｍの濃度における

死亡率は30％で漸次高温になると殺貝効果を示す傾向は

伺われるが，LC5o値は算出できなかった．

３．２４時間浸漬と48時間浸漬による殺貝効果の比較

各温度条件下で浸漬時間を48時間にしたぱあいの殺貝

効果は，次のとおりであった．

１）ＮａPCPの結果はＦｉｇ．１，Ｔａｂｌｅｌに示すとお

り，10.Ｃ，１５°Ｃ，20.Ｃ，２２～24.Ｃ，28.Ｃ，３３｡Ｃでの

LC5o値がそれぞれ，10.40ｐｐｍ,４．２２ｐｐｍ,１．３９ｐｐｍ，

１．１３ｐｐｍ，＜０．１４ｐｐｍ，０．２１ｐｐｍで，いずれも24時間

浸漬のLC5o値に比べて約1/2～1/3に減少し，２４時間浸漬

より48時間浸漬の方が効果の高いことを示している．

４８時間浸漬のぱあい，LC5o値の温度による下り方に

ついてはＦｉｇ．４に示すとおり22～24°Ｃより28°Ｃの間
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：ioninmolluscicides．

(３８）
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Table2Decreaseofmolluscicidalactivitiesaftersunlightexposureｆｏｒ４－ｈｏｕｒｓ

Exposuredtosunlight Control
Molluscicides

ＬＣ５ｏｐｐｍ ＬＣ１ｏｏｐｐｍ ＬＣ５ｏｐｐｍ ＬＣ１ｏｏｐｐｍ

NaPCP

Triterpenoidsaponin

YurimiｎＰ－９９

７．８８

７．０７

１４．９０

1２．８

４０．０

６４．０

１．１３

２．８７

６．５０

３．２

１０．０

６４．０

periodofimmersion：４８hours

Temperature：22-24°Ｃ

（
Ｐ
）
田
日
日
の
９
日
①
ト

０
０

５
５

（
承
）
【
三
⑤
｝
■
○
三

「
】

０．１０．２０．４０．８１．６３．２６．４１２.８２５．６５１．２１０２．４

Concentration（ppm）
－Ａd,】ltsnail．←－－－Ｊuve､ilsl1ailbeforehibernatio1I．

Fig5Mortalityofadultandjuvenile（beforehibernation）snailsafter24-hour

immersioninNaPCPunderdiHerenttemperature．

３種薬剤のうち最も日光暴露の影響を受けにくい薬剤

はYuriminP-99で，controlのＬＣ506.5ｐｐｍに対し

て２２倍の１４９ｐｐｍと高くなってはいるが，LC1ooは

いずれも６４ｐｐｍで差はみられなかった．

５越冬前稚貝と成熟貝の殺貝効果の差異

９月採集の越冬前稚貝(殻長２～５ｍｍ)と７月採集の

成熟貝（殼長７～１１ｍｍ）の各温度におけるＮａPCPの

殺貝効果は，Ｆｉｇ５に示すとおりである．

浸漬時間24時間の成績は，１０°Ｃでは成熟貝のＬＣ５ｏ

＞1.21ｐｐｍに対して越冬前稚貝は３１．５ｐｐｍで約26倍

の濃度を要し，また，20.Ｃでは035ｐｐｍに対して３４３

ppmで９８倍と，それぞれ越冬前稚貝が高い濃度を要す

る結果であった．また，３０°Ｃ，４０°Ｃの高温下では，成

熟貝のcontrol群に死亡するものがでてくる．すなわ

ち30°Ｃで12時間までは良いが，１８時間で10貝中２貝，

24時間後には10貝中９貝までが死亡する．また，６時間

毎に水を交換したcontrol群でも24時間後には10貝中

３貝が死亡した．そこで浸漬時間を短縮して，６時間と

した結果，３０°Ｃでは成熟貝のＬＣ５ｏ＞０．５３ｐｐｍ，１２

時間浸漬のぱあい，LC5oは０．１６ｐｐｍで，LC1ooは０４

ppmであった．これに対して越冬前稚貝のぱあい，

LC1ooが0.4ｐｐｍの条件は，Fig.１に示すように，

33.ｃ４８時間浸漬のぱあいであり，成熟貝よりも３°Ｃ高

い条件下でしかも３６時間も浸漬時間の延長を要するこ

とになり，非常に強い抵抗性を有することが明らかにな

った．

考察

Na-PCPによる殺貝試験はこれまでに多くの報告があ

る．ヒメモノアラガイに関しては岩田，渡辺（1960)の

実験によると，２０～25°Ｃの温度条件下で直接浸漬法の

ぱあい，殼長７ｍｍ以上の成熟貝は１ｐｐｍの濃度で２４

時間作用させると完全に殺滅できると述べている．この

実験でもちいられたＮａPCPの有効成分は９９７％であ

るが，著者の実施した９月採集の越冬前稚貝（殼長２～

５ｍｍ）に対する成績では，ＮａPCPの有効成分８６０

％，温度22～24°Ｃ､２４時間浸漬のぱあい，完全に殺滅で

きる濃度は６．４ｐｐｍで岩田らの報告より高い濃度を要

（３９）
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比較すると５９/ｍ２散布量で両者と1,同等の効果があっ

たと報告されているが，著者のおこなった実験室内での

成績ではヒメモノアラガイの越冬前稚貝に対して，２２～

24°Ｃ，４８時間浸漬のぱあい，YuriminP-99のLC5o値

が6.5ｐｐｍに対してＮａPCPは１．１３ｐｐｍで，明らか

にＮａPCPの方が効果は高い結果であった．このよう

にYuriminP-99とＮａPCPの殺貝効果は野外と実験

室内では相当の差がみられるが，安羅岡ら(1968)はこれ

らの相違に関する要因を追求した結果，１つには日光の

影響によるものであるとしている．すなわち，太陽光

に４時間暴露したＮａPCPのミヤイリガイに対する

ＬＣ５ｏ３０ｐｐｍに対して実験室内での散光下の値は０．５１

ppmで明らかにＮａPCPは紫外線により減効されるこ

とを認め，YuriminP-99については影響されにくいこ

とを報告している．

著者の成績も安羅岡らのミヤイリガイについての報告

とほぼ同様の傾向を示し，太陽光に４時間暴露したぱあ

い，ＮａＰＣＰは室温でcontrolのLC5oが１．１３ｐｐｍで

あるのに対してLC5oは７．８８ｐｐｍとなり約'/7に減効し

た．またYuriminP-99についてはＬＣ５ｏは約'/2とな

り減効の傾向を示したが，LC1ooはいずれも６４０ｐｐｍ

で差がみられなかった．

Triterpenoidsaponinの越冬前稚貝に対する殺貝効

果は，２２～24°Ｃ，４８時間浸漬でＬＣ５ｏは２．８７ｐｐｍであ

りＮａPCPに次いで効果はみとめられたが，日光による

減効もＮａPCPに次いでみられ，太陽光に４時間暴露

したぱあい，LC50値で約'/2.3,LC1ooで'/4減効する結

果であった．しかし今後，動植物等に対する安全性を検

討すれば，十分活用できる殺貝剤であると思われる．本

実験の結果から，越冬前の稚貝は非常に薬剤に対して抵

抗性が強い．そこで赤羽ら(1971)は越冬貝が成長し産卵

を始める以前で感染貝からセルカリヤが遊出する前の６

月中旬に殺貝することが疫学上有効であるとしたが，本

実験によっても６月中旬は水田水温も高く殺貝剤使用に

適切な時期である．ただし日照が強く貝の棲息が水田全

域にあるようなぱあいは日照により殺貝効果の下りに

くいYuriminP-99，また，貝が水の取入口等の比較的

低温な場所に集合しているようなときにはＮａPCPを

使用するのが得策と’思われる．

いずれにせよ，水温，日照，季節，各薬剤の特性と貝．

の生育状況等を考慮しながら，最も適切な条件で殺貝を

実施することが必要であると考える．

している．また,越冬前稚貝と殼長７～11ｍｍの成熟貝

との殺貝効果のLC50値よりみた差異からも，前者の方

が10.Ｃでは約26倍，20.Ｃでは約9.8倍となり越冬前稚

貝は殺貝剤に対して非常に強い抵抗性がみられた.この

結果は岩田らの幼若貝が成熟貝よりも殺貝剤に対する抵

抗性が劣るという報告とは合致しないが，以下述べるよ

うな理由で本報告の結果の方がより自然であると思う．

安羅岡ら(1962)はミヤイリガイで季節によるＮａPCP

のLC5oが春低く，秋に高い現象を報告している.今回

の実験で越冬前のヒメモノアラガイの抵抗性が高いの

は，このような季節的影響も考えられる．すなわち，環

境の低温化，乾燥化による水分摂取の減少，並びに越冬

準備のための代謝低下が殺貝剤に対する抵抗性を高める

一因であろう．

また，第２報(原田，1974)に言及するように，一般的

に卵および幼貝は成熟貝より殺貝剤に対する抵抗性が高

いそして，成熟貝のぱあいは産卵に伴なう多大のエネ

ルギー消費が殺貝効果をより高めるものと,思われる.

次に，温度条件による殺貝効果については岩田ら

(1960)は成熟貝，幼若貝に対して10～15°Ｃ,２０～25°Ｃ，

30～35.Ｃの三段階の温度で実験した結果，２０°Ｃ～２５

°Ｃでもっとも貝の抵抗性が強いとしたが，以上の実験

では明らかに温度上昇に伴なって貝の抵抗性は弱くなる

結果であった．この傾向は３種薬剤のすべてについてみ

られたが，特にYuriminP-99に対して，水温が20°Ｃ

以上になると顕著であった．

また，Hoffman(1951)は，マンソン住血吸虫の中間宿

主であるＢｉO"Ｗｉａｍγia6oisqyiに対する硫酸銅の殺貝

試験で，温度上昇に伴って明らかにＬＤ５０の減少をみて

いる.このように水温の上昇に伴なって,殺貝剤に対する

貝の抵抗性が弱くなることは，’つには貝自体の代謝に

よるものと考えられる．すなわち，著者の経験では運動

停止状態にある越冬前稚貝を採集後水中に浸漬すると，

水温10°Ｃのとき，心榑動が10～14/分のものが20°Ｃに

なると24～37/分と明らかに増加し，運動も活発となる．

また，江崎(1957)はヒメモノアラガイの生態を詳細に観

察した結果，低い水温では呼吸することはほとんどみら

れず，水温が高くなるほど呼吸数は多く，また生活現象

も活発となることを報告していることから，水温が高く

なるに従って貝の代謝が旺盛となり，それに伴なって殺

貝効果が増大するのではないかと,思われる.

YuriminP-99の殺貝試験は，飯島ら(1964)の野外実

験でミヤイリガイに対して実施されており，ＮａPCPと

(４０）
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島智夫教授，また種々の御助言をいただいた当教室の内

川公人講師，赤羽啓栄，嶋津武両氏に厚く深謝の意を

表し，併せて資料の整理等御協力をいただいた百瀬はっ

江，牛丸あつ子両嬢，並びに種々御協力をいただいた諏

訪市肝蛭症対策委員会の諸氏に深謝いたします．

なお，本論文の要旨は，第30回，第３１回，日本寄生虫

学会東日本大会において発表した．

まとめ

肝蛭症の予防，撲滅の立場から，ヒメモノアラガイの

撲滅に関して有効な殺貝方法を設定するため，３種薬剤

(1)ＮａPCP，（２）YuriminP-99，（３）Triterpenoid

saponinについて，温度条件，日光の影響，貝の採集時

期等による殺貝効果について実験室内検討を試み，次の

結果を得た．

（１）９月採集の越冬前稚貝(殼長２～５ｍｍ)に対する

３種薬剤の殺貝効果は，直接浸漬法で水温22～24.Ｃ

48時間浸漬のぱあい，ＮａPCPが最も効果が高く，ＬＣ５ｏ

値は1.13ｐｐｍ，次にTriterpenoidsaponinでＬＣ５ｏ

２．８７ppmoYuriminP-99，ＬＣ５ｏ６５ｐｐｍの順であっ

た．

（２）温度条件による殺貝効果は，越冬前稚貝に対して

３種薬剤とも高温になるに従って効果が顕著となった．

すなわち，２４時間浸漬のぱあいＮａPCPに対してＬＣ５ｏ

値は10°Ｃで315ｐｐｍ，１５°Ｃで7.35ｐｐｍ，２０°Ｃで3.43

ppmそして33°Ｃでは0.99ｐｐｍと漸次低下した．また，

48時間浸漬のぱあい，YuriminP-99で最も強くみら

れ,20.ＣでＬＣ５０が228ｐｐｍであったものが30.Ｃでは

く０８１ｐｐｍとなり次に，ＮａPCPは２０°ＣでＬＣ５ｏが

１．３９ｐｐｍであったのが28.Ｃでく０．１４ｐｐｍ，Triter‐

penoidsaponinは20.ＣでＬＣ５ｏｌＯｐｐｍのものが30°Ｃ

で1.65ｐｐｍとなり，それぞれLC5o値は激減した．

（３）日光による殺貝効果の影響は，太陽光に４時間試

験薬液を暴露したぱあい，最も強く影響されるものは

ＮａPCPで，２２～24.Ｃ４８時間浸漬のぱあい，control

のLC5oL13ppmに対し約７倍の788ｐｐｍを要した．

次いでTriterpenoidsaponinのぱあいはcontrolの

ＬＣ５ｏ２８７ｐｐｍに対して約２５倍の７．０７ｐｐｍであり，

最も影響されにくいものはYuriminP-99でcontrol

のＬC506.5ｐｐｍに対して約２．３倍の１４９ｐｐｍであっ

たがLC1ooはcontrolと差がなく，６４０ｐｐｍであっ

た．

（４）９月採集の越冬前稚貝(殼長２～５ｍｍ)と７月採

集の成熟貝(殼長７～11ｍｍ）に対するＮａPCPの殺貝

効果は，２４時間浸漬のぱあい10.Ｃでは成熟貝のＬＣ５ｏ

＞１．２１ｐｐｍに対して越冬前稚貝は３１．５ｐｐｍで約26倍

の濃度を要し，また２０°Ｃでも０．３５ｐｐｍに対して３．４３

ｐｐｍで約9.8倍と越冬前稚貝の方が高い濃度を要し，非

常に強い抵抗性を示した．

稿を終るにあたり，終始御指導，御校閲を賜わった大
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Abstract j

STUDIES ON THE EFFECT OF VARIOUS MOLLUSCICIDES AGAINST LYMNAEA

OLLULA, INTERMEDIATE HOST OF FASCIOLA SP. IN JAPAN

1. MOLLUSCICIDE EFFICIENCY OF NaPCP, YURIMIN P-99 AND

TRITERPENOID SAPONIN AGAINST LYMNAEA OLLULA

Yukio HARADA

(Depart?nent of Parasitology, School of Medicine, Shinshu University, Matsumoto, Japan)

Differences of molluscicidal efficiency of the above chemicals in solution against Lymnaea

ollula, intermediate host of Fasciola sp. in Japan, were tested under various degrees of tem

perature and sunlight with different developmental stages of snails.

Results obtained were as follows :

1) In the case of juvenile snails before hibernation collected in September (shell length

2-5 mm), NaPCP showed the highest molluscicidal effect and LC50 values (22-24°C, 48 hours)

of NaPCP, Triterpenoid saponin and Yurimin P-99 were 1.13 ppm, 2.87 ppm and 6.5 ppm, res

pectively.

2) Efficiency of these molluscicides varied greately according to temperature of solution.

LC50 (48 hours) of Yurimin p-99 at 20°C was 228 ppm, but at 30°C it diminished below 0.81

ppm. That of NaPCP was 1.39 ppm at 20°C, but at 28°C it was below 0.14 ppm. That of

Triterpenoid saponin at 20°C was 10 ppm, however, at 30°C it was 1.65 ppm. Generally speak

ing, the more the temperature of solution rises, the greater the molluscicidal efficiency becomes.

3) Decrease of molluscicdal effect after 4 hour direct sunlight exposure at 22-24°C varied

from one chemical to another. After sunlight exposure, LC50 of chemicals changed from 1.13

ppm to 7.88 ppm in NaPCP, from 2.87 ppm to 7.07 ppm in Triterpenoid saponin. In the case

of Yurimin p-99, no change of in LC100 (64 ppm) was observed, however, slight increase of

LC50, from 6.5 ppm to 14.9 ppm, was noted.

4) The juvenile snails before hibernation (shell length 2-5 mm) were highly more resistant

to molluscicide than adult snails (shell length 7-11 mm). LC50 of NaPCP for the former were 3.43

ppm at 20°C and 31.5 ppm at 10°C, but those for the latter were 0.35 ppm at 20°C and more

than 1.21 ppm at 10°C.
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